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参議院議員日本共産党

「脱化石燃料会議」へ日本政府も参加を
再エネ・省エネを抜本的に拡充し、

　2026年度予算では省エネ・再エネ
予算は、CCUS（二酸化炭素の改修・
貯留・利用）など化石燃料の継続
的利用につながる新技術開発や実
証等が中心で、自然エネルギー利
用を全国的に普及する観点からは
ほど遠いものとなっています。ま
た次世代革新炉─新しい原発の開
発・設置推進し、原発に固執して
います。
　さらに３月の日米首脳会談では、
米国内の化石燃料の開発・利用拡
大や小型原子炉建設への巨額投資
を約束し気候危機対策に背をむけ
るトランプ政権へ追随しています。

　日本は、今年４月コロンビアで開催された、世界58カ国・地
域による「脱化石燃料会議」に招待されませんでした。脱化石
燃料に消極的だったためです。
　再エネのコストは国際的には石油、原発、石炭より低く
なり、拡充の条件は十分あります。再エネ・省エネ拡充に舵を
きり、来年開催される第２回目会議には参加すべきです。

戦争・軍拡は気候変動対策に逆行

気候危機打開へ力を合わせましょう

２４年後の天気予報 ─ 酷暑日１５７地点「外出自粛令」発令

しんぶん赤旗

　米国とイスラエルの対イラン攻撃が最初の２週間でアイ
スランドの１年分にあたる約５００万トンの二酸化炭素
（ＣＯ２）が排出されました。
　戦争が起こればＣＯ２の排出が増えるのは明らかです。
しかも軍隊は平時でも排出削減の対象外で、軍拡は気候変動
対策に逆行します。高市政権は軍拡をやめ憲法９条を活かし
た外交戦略に力をいれるべきです。

気候危機も事実に基づき全力報道

購読・お試しコチラから

8月28日川底が土砂で埋まり水があふれ出す
酒井川＝石川県羽咋市（写真はしんぶん赤旗より）

3月19日
日米首脳会談
写真は内閣広報室

　「２０５０年８月８日。この夏、各地で４０度以上の酷暑日を記録した
のは延べ１５７地点。群馬県伊勢崎市では最高気温が４３度に達する見
込みです。」とはじまる「２０５０年の天気予報」※。
　２４年後の天気予報では現時点の温暖化対策がすすめば世界で、飼料
や食用油の原料が不足し輸入価格が高騰。暑さで豚や鶏、米の生産が減少
し、「カツ丼が気軽には食べられなくなった」と予報しています。

©「2050年の天気予報」製作委員会
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ご覧なれます

※「2050年の天気予報」製作委員会─日本気候リーダーズパートナーシップ / NHKエンタープライズ / 気
象キャスターネットワーク / クライメート・ダイアログ

2050年、カツ丼なくなる！？
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